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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 18,843 44.3 817 ― 250 ― 73 ―
22年3月期第3四半期 13,056 △38.4 △870 ― △1,118 ― △829 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 1.69 ―
22年3月期第3四半期 △19.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 32,325 12,835 34.3 255.38
22年3月期 30,164 12,897 37.3 258.97

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  11,082百万円 22年3月期  11,240百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想） 1.50 1.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 28.0 1,300 ― 700 ― 200 ― 4.61



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等は、【添
付資料】２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 45,106,764株 22年3月期  45,106,764株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  1,708,807株 22年3月期  1,701,080株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 43,401,817株 22年3月期3Q 43,410,052株
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当第３四半期連結累計期間における経済環境は、海外では中国を中心とした新興国が底堅い景気拡大

傾向を持続している一方で、国内では政策効果の剥落、設備投資の停滞、急激な円高の影響等により景

気は踊り場局面を迎える展開となりました。 

このような状況下、当社グループは、国内外の顧客に対し積極的な拡販に努めるとともに、新製品の

開発・提案、経営の効率化にも鋭意取り組んでまいりました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は188億４千３百万円と前年同期比44.3％

の増加となりました。 

損益面では、引続きコスト削減、生産性の向上や原価低減活動による合理化に取り組んでまいりまし

た結果、営業利益８億１千７百万円（前年同期は営業損失８億７千万円）を計上いたしました。円高の

進行に伴う為替差損４億９千４百万円の発生がありましたが、経常利益は２億５千万円（前年同期は経

常損失11億１千８百万円）、四半期純利益は７千３百万円（前年同期は四半期純損失８億２千９百万

円）の計上と黒字化を達成いたしました。 
  

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末から21億６千万円増加し、323億２千

５百万円となりました。主な増減は、流動資産では受取手形及び売掛金の増加19億円、たな卸資産の増

加７億７千７百万円、現金及び預金の減少６億１千７百万円、固定資産では、有形固定資産の減少４億

８千４百万円、投資有価証券の増加５千１百万円等であります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べて22億２千３百万円増加し、194億９千万円となりました。主

な増減は、支払手形及び買掛金の増加13億２千７百万円、短期借入金の増加３億３千８百万円、長期借

入金の増加５億２千３百万円等であります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて６千２百万円減少し、128億３千５百万円となりました。

主な増減は、為替換算調整勘定の減少１億４千８百万円、少数株主持分の増加９千５百万円等でありま

す。自己資本比率は前連結会計年度末に比べ3.0ポイント減少し、34.3％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

営業活動によるキャッシュ・フローは10億１千５百万円の支出となりました。増加要因の主なもの

は、減価償却費５億５千２百万円、仕入債務の増加16億２千４百万円等であり、減少要因の主なもの

は、売上債権の増加22億３千６百万円、たな卸資産の増加９億４千３百万円等であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは２億７千７百万円の支出となりました。支出の主なものは、有

形固定資産の取得による支出３億１千5百万円等であります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは８億３千６百万円の収入となりました。収入の主なものは、短

期借入金の純増額３億５千９百万円、長期借入金による収入18億５千万円等であり、支出の主なもの

は、長期借入金の返済による支出12億８千４百万円等であります。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べて

４億９千７百万円減少し、42億１千９百万円となりました。 
  

今後の見通しにつきましては、引続き中国・インドを中心とする新興国での堅調な需要が維持され、

全体としては、回復基調を辿ることが見込まれますが、一方で、今後の国内外の経済動向、円高に伴う

為替の影響等、当社グループを取り巻く事業環境は先行き不透明な局面も予想されます。 

当社グループといたしましては、拡大する海外需要の取り込みを図るために、海外現地法人の生産販

売体制の整備、強化を急ぐとともに、生産性の向上、原価の低減、固定費の削減を徹底し、収益の確保

に努めてまいります。 

なお、業績予想につきましては、平成22年11月4日に公表いたしました業績予想を変更しておりませ

ん。今後、修正の必要性が生じた場合には、速やかに開示致します。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 
  

前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定

する方法によっております。また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなもの

についてのみ正味売却価格を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間

按分する方法によっております。なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して計算する方法によっております。 

税金費用の計算については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見

積って計算しております。 
  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成

20年３月31日)を適用しております。これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  なお、当社は、賃貸借契約に基づき使用する事務所等のうち一部については、退去時における原状

回復に係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期限がなく、現在のところ

移転等も予定されていないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのた

め、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

(四半期連結損益計算書関係) 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

②棚卸資産の評価方法

③固定資産の減価償却費の算定方法

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

⑤未実現損益の消去

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①資産除去債務に関する会計基準の適用

②表示方法の変更
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３【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,748,811 5,366,126

受取手形及び売掛金 10,724,767 8,823,948

有価証券 81,844 54,700

商品及び製品 2,923,014 2,729,221

仕掛品 1,304,585 1,157,000

原材料及び貯蔵品 2,489,580 2,053,226

その他 1,128,644 833,288

貸倒引当金 △250,332 △259,281

流動資産合計 23,150,915 20,758,230

固定資産   

有形固定資産 5,370,985 5,855,163

無形固定資産   

のれん 75,767 113,943

その他 78,283 94,187

無形固定資産合計 154,050 208,130

投資その他の資産   

投資有価証券 2,003,106 1,951,862

その他 1,660,515 1,406,321

貸倒引当金 △13,984 △14,763

投資その他の資産合計 3,649,637 3,343,421

固定資産合計 9,174,673 9,406,715

資産合計 32,325,589 30,164,946

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,524,583 5,196,941

短期借入金 3,139,299 2,800,897

未払法人税等 145,982 48,969

引当金 73,744 110,203

その他 695,512 702,615

流動負債合計 10,579,121 8,859,627

固定負債   

長期借入金 6,323,721 5,800,052

退職給付引当金 2,359,916 2,256,986

環境対策引当金 10,530 －

資産除去債務 4,214 －

その他 212,627 350,392

固定負債合計 8,911,010 8,407,430

負債合計 19,490,131 17,267,058
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,109,101 4,109,101

資本剰余金 3,853,007 3,853,007

利益剰余金 4,545,800 4,537,657

自己株式 △460,929 △459,579

株主資本合計 12,046,980 12,040,187

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 199,883 209,253

繰延ヘッジ損益 35,113 42,078

為替換算調整勘定 △1,199,014 △1,050,918

評価・換算差額等合計 △964,016 △799,587

少数株主持分 1,752,494 1,657,288

純資産合計 12,835,458 12,897,887

負債純資産合計 32,325,589 30,164,946
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(2) 四半期連結損益計算書 
  【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 13,056,684 18,843,481

売上原価 10,638,587 14,447,156

売上総利益 2,418,097 4,396,325

販売費及び一般管理費 3,288,994 3,578,586

営業利益又は営業損失（△） △870,897 817,738

営業外収益   

受取利息 2,296 6,316

受取配当金 30,267 30,285

有価証券売却益 26 －

雇用調整助成金 106,979 18,766

その他 58,608 58,907

営業外収益合計 198,177 114,276

営業外費用   

支払利息 194,772 166,819

為替差損 230,478 494,762

その他 20,425 20,124

営業外費用合計 445,676 681,706

経常利益又は経常損失（△） △1,118,396 250,308

特別利益   

固定資産売却益 － 178

投資有価証券売却益 9,662 －

貸倒引当金戻入額 8,104 1,290

賞与引当金戻入額 118 －

株式割当益 － 33,584

特別利益合計 17,884 35,054

特別損失   

固定資産売却損 1,091 －

差入保証金売却損 1,150 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,958

環境対策引当金繰入額 － 10,530

特別損失合計 2,241 13,489

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,102,753 271,873

法人税等 △325,513 △17,701

少数株主損益調整前四半期純利益 － 289,575

少数株主利益 52,338 216,322

四半期純利益又は四半期純損失（△） △829,578 73,252
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,102,753 271,873

減価償却費 645,835 552,866

のれん償却額 37,891 40,695

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,230 △1,290

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32,226 102,930

受取利息及び受取配当金 △32,564 △36,602

支払利息 194,772 166,819

為替差損益（△は益） △14,001 92,221

売上債権の増減額（△は増加） 2,992,792 △2,236,971

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,850,135 △943,364

仕入債務の増減額（△は減少） △2,546,887 1,624,623

その他 △173,411 △380,890

小計 1,867,804 △747,087

利息及び配当金の受取額 32,719 36,602

利息の支払額 △179,861 △146,519

法人税等の支払額 △139,769 △158,277

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,580,893 △1,015,282

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 26 －

有形固定資産の取得による支出 △473,558 △315,689

有形固定資産の売却による収入 39,022 588

投資有価証券の取得による支出 △154,227 △47,269

投資有価証券の売却による収入 154,745 －

貸付金の回収による収入 3,634 1,084

その他 42,530 84,195

投資活動によるキャッシュ・フロー △387,825 △277,089

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,081,831 359,503

長期借入れによる収入 2,150,000 1,850,000

長期借入金の返済による支出 △917,782 △1,284,694

自己株式の取得による支出 △702 △1,350

配当金の支払額 △129,762 △65,874

少数株主への配当金の支払額 △18,951 △18,731

その他 － △1,957

財務活動によるキャッシュ・フロー △999,030 836,895

現金及び現金同等物に係る換算差額 △164,516 △41,639

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 29,520 △497,115

現金及び現金同等物の期首残高 3,424,294 4,716,708

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 348,687 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,802,502 4,219,593
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

事業の種類として「油圧機器事業」および「その他の事業」に区分しておりますが、全セグメントの

売上高の合計、営業利益および全セグメントの資産の金額の合計額に占める「油圧機器事業」の割合が

いずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……台湾、中国(香港)、インド、中国(張家港)、韓国 

 (2) その他……イギリス 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……中国、台湾、インド、韓国 

 (2) 北米……アメリカ 

 (3) ヨーロッパ……イギリス 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

アジア
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

7,834,726 5,079,998 141,959 13,056,684 ― 13,056,684

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,412,128 738,383 ─ 3,150,512 (3,150,512) ―

計 10,246,855 5,818,382 141,959 16,207,197 (3,150,512) 13,056,684

営業利益又は営業損失(△) △1,036,830 243,242 △17,286 △810,874 (60,022) △870,897

【海外売上高】

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 5,202,682 111,683 118,258 69,947 5,502,572

Ⅱ 連結売上高(千円) 13,056,684

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

39.8 0.9 0.9 0.5 42.1
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループは、油圧機器の専業メーカーであり、国内外において油圧機器を生産し、世界各国に提

供しております。海外においては、台湾、中国（香港）、インド、中国（張家港）、韓国、イギリスに

子会社があり、各々の現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、各地域の包括的な戦略を立案し、

事業活動を展開しております。したがって、当社の報告セグメントは生産・販売体制を基礎とした所在

地別のセグメントから構成されており、「日本」、「アジア」及び「ヨーロッパ」の３つを報告セグメ

ントとしております。各報告セグメントでは、油圧機器（油圧製品、システム製品、環境機械）を製

造・販売しております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 
(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 
  

該当事項はありません。 

  

重要な変動はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注1)

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注2)日本 アジア ヨーロッパ 計

売上高

  外部顧客への売上高 9,662,931 9,021,235 159,314 18,843,481 ― 18,843,481

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

4,383,824 426,093 ― 4,809,918 △4,809,918 ―

計 14,046,755 9,447,329 159,314 23,653,399 △4,809,918 18,843,481

セグメント利益 221,036 968,534 2,415 1,191,986 △374,248 817,738

(固定資産に係る重要な減損損失)

(のれんの金額の重要な変動)

(重要な負ののれんの発生益)

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

油研工業(6393)　平成23年３月期　第３四半期決算短信

- 9 -



当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 (1) アジア……中国、台湾、インド、韓国 

 (2) 北米……アメリカ 

 (3) ヨーロッパ……イギリス 

  

  

  

  

4. 補足情報

海外売上高

アジア 北米 ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 9,445,668 222,602 161,625 104,810 9,934,706

Ⅱ 連結売上高(千円) 18,843,481

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

50.1 1.2 0.9 0.5 52.7
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